
1

下水道技術開発会議エネルギー分科会 （令和４年度第３回 2023. 2. 24 ）

資料6

全体最適化に向けた検討について



全体最適化に向けた検討について

・持続可能社会の実現においては国内の温室効果ガス排出量削減の他、下水道資源の利活用、廃棄物バイオマス受け入
れによる消化ガスの生産拡大やエネルギー創出など、下水道分野のみに限定されない領域を含む全体最適化が必要とな
る。
・現在進めている個別の検討項目を含めた広範な事項を統合して、地域社会を包含する形の全体最適化の検討を目標と
する。
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下水道分野において最適化が完結 下水道分野に加え地域社会を包含
するスコープを想定

・全体最適化については、当面の検討事項として下水道の他分野貢献や廃棄物の一体処理を現在の下水道システムに統
合した、下水道・流域管理・社会システムの全体最適化の議論に備えたモデルの構築を目標とする。
・現在検討が進められている項目に加えて、全体最適化のあり方について社会のニーズを適宜反映しながらモデルを
アップデートしていく。

温室効果ガス削減 etc..



令和4年度 令和5年度 令和6年度以降

下水道資源の有効活用に関する情報収集

・実際の施設における事例の情報収集
・地域社会への資源の供給に関する情報
収集

脱炭素社会への貢献の評価手法の検討

・国内の既存文献を中心に下水道資源の
活用を行った場合のGHG削減効果を評価

関連技術に関する情報収集

・下水道資源の有効活用技術について
国内未実用化のものも含めて調査

全体最適化に関する検討

・下水道資源の有効活用と脱炭素社会へ
の貢献評価を基に地域社会を含有した
下水道の全体最適化を検討する

・国内の先進事例

全体最適化に向けた検討について

・国内の一般事例

・評価手法の検討

・関連技術の調査

・全体最適化の検討
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・他調査との調整

・他調査との調整
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